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　近代化養蚕に適する桑品種は、樹姿、発条数、収穫量、桑葉の萎凋速度、葉質等について再検討し、

改良しなければならないと思われる。そこで柄無桑にっいてみると、この桑の大きな特徴は葉柄が非常

に短かく、葉身が枝条に直接付着している観があることであり、これを改良して行くことが近代化養蚕

遂行上、有利と考えられる。この柄無桑にっいては遠藤．樋口（1930）、南沢（1976）等によ

ると自然突然変異物即ち芽条変異物と記載されており、先ずその基礎実験に着手したので、その概要を

報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　研究材料並びに方法

　材料は本学部附属農場の桑園内に栽植してある柄無桑（約10年生（♀花のみ））のものを供試し、

細胞学的研究に着手した。

　対照桑としては一の瀬を用いた。この両品種の芽先の成長点を1977年の5月～9月に、主として

カルノア液で固定し、フオイルゲン法により染色して鏡検した。さらに一歩進めて品種改良にまで進展

しつつあり、それ等についてその概要を報告する。

　　　　　　　　　　　　　　　観　　察　　結　　果

1体細胞の核学的研究

　その結果、一の瀬、柄無桑とも2n＝28（2x）を数えることができたが、柄無桑の核型に異常が

認、められた。

　それは大沢（1916）のM一染色体の1対のうち、一方の染色体は両腕の長さが異なり、第一次狭

搾は明らかに認められ、さらに第二次狭搾も存在する様にも観察された。他方は一の瀬と同型を呈し、

両腕ともほぼ伺長で中央に1個の第一次狭搾が観察された（第1、2図）。この観察結果から柄無桑は

染色体突然変異物であることが判明した。即ちM一染色体に他の染色体の切断片が添着したものと思わ

れる。いわゆる単純転座であろう。しかし桑の染色体はM一染色体を除き、他のものは余りに小形のた

め欠失が認められなかった。

H　交雑結果

　この柄無桑の品種改良に着手して他品種との交雑を行った結果（第1表）、その組合せにより形質の

発現は異なるが、一・般に柄無桑系の3～4x品種が近代化養蚕に適するものと思われる（第2、3表）。

交雑成功歩合も交雑形式により多少の変化を示したが、一般に40～50％で、葉柄の無い形態は、そ

の約30％が発現する結果を示した（第1表）。
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　　　第1図～の瀬（対照桑）　　　　　　　第2図柄無桑体細胞の
　　　体細胞の染色体2n＝28　　　　　　　　　　　染色体2n＝28
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特にM一染色体を示す。

第1表　交　雑結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（52年度、53年度　平均）

交　雑　形　式 着粒歩合 発芽歩合 交雑成功歩合 平均発芽日数 柄無し形質発現率

柄無桑（4x）×柄無桑（4）ゆ

　　％60．4 　　男72．4 　％43．7 　日6．1 　　％31．3

柄無桑（2x）×柄無桑（4x） 53．7 65．9 354 4．3 68．0

柄無桑（2x）×大島桑qx） 60．8 87．9 534 4．0 30ユ

柄無桑（2x）×国桑21号（4x） 67．0 87．5 58．6 2．7 16．6

枝垂桑（2x）×柄無桑（4x） 81．3 92．4 75ユ 2．7 33．3

柄無桑（2x）×国桑21号（2x） 62．2 91．8 57．1 3．9 279

柄無桑（2x）×改良鼠返（2x） 59．5 73．8 439 4．3 25．2

柄無桑（2x）×イラン桑（2x） 68．7 80．9 55．6 4．4 28．8
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第2表　育成3年目における収穫及び形態調査結果

（春蚕用桑、平均一株）

交　　雑　　形　　式 新梢葉量 正葉量 正新梢量 総新梢長 樹　姿 葉　形

柄無桑（4x）X402号（4x）
　9430 　9290 　9140

　肌U13 直　立 中　形
405号（4x）×柄無桑（4x） 235 1775 575 248．5 直　立 大　形

柄無桑（4x）×大島桑（4x） 430 310 120 618．5 直　立 中　形

柄無桑（2x）×大島桑（4x） 515 355 160 741．5 直　立 中　形

柄無桑（4x）×改良鼠返（2x） 470 340 130 621．5 直　立 中　形

柄無桑（2x）×402号（4x） 350 290 60 523 直立 中　形

柄無桑（2x）×改良鼠返（2x） 145 105 40 295 直　立 小　形

第3表　育成4年目における収穫及び形態調査結果

（夏秋蚕用桑、平均一株）

交　　雑　　形　　式 総重量 正葉量 条　　量 総条長 樹　姿 葉　形

柄無桑（4x）×402号（4x）
　9973 　9623 　9350

　　篇P，701 直　立 中　形

405号（4x）×柄無桑（4x） 172 132 40 257 直　立 大　形

柄無桑（4x）×大島桑（4x） 417 295 122 800 直　立 中　形

柄無桑（2x）×大島桑（4x） 455 315 140 823 直　立 中　形

柄無桑（4x）X改良鼠返（2x） 544 370 174 906 直　立 中　形

柄無桑（2x）x402号（4x） 200 150 50 430 直　立 中　形

　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　　　　　　要

1．柄無桑の染色体数は2n＝28（2x）で、染色体突然変異物である。即ち大沢博士の1対のM一

染色体の一方に単純転座がおきたものと思われる。

2．交雑の結果、その成功歩合は40～50％でその約30％が柄無しの形態（葉柄がない状態）を発

現する。

3，近代化養蚕に適する品種は現在のところ柄無桑系の3～4xと思われる。
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